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　大船渡市の大船渡湾近くに工場を構えていた株式会社理工電気。昨年３月の東日本大
震災では工場が被災、同市内赤崎と東京都内のインキュベーション施設に新天地を求め、
業務を再開させるに至った取り組みと、今後の展望について取材しました。


　３月の東日本大震災による大津波から数日後、
株式会社理工電気の崎山淳史社長が電話をか
けた相手は、以前から取引のある工業機械商社
の担当者だった。１台数千万円もする大型機械４
台をその電話で発注。「カタログも見ず、値段も聞
かずに、とにかく早く持ってきて欲しいと伝えまし
た。まるで宅配ピザの注文みたいに」と、崎山社長
はそのときのことを笑いながら振り返る。
　４月半ばから赤崎町に本社工場を構え、一部
操業を再開。６月頃には現在の規模にまで事業を
復旧させている。「震災後１か月の動きが勝負だと
直感し、とにかく早期の復旧をめざしました。BCP
（※）、企業にとっての危機管理プランが求められ
ていたと思います。取引先から、数日復旧が遅れ
たら海外に仕事を頼むところだった、と言われたこ
ともありました」。崎山社長のスピード感を持った対
応が、顧客と仕事をつないだ瞬間だった。
　大船渡湾近くにあった工場は、三陸沿岸を襲っ
た2011年３月の津波によって流された。「地震の揺
れのあとすぐ、非常用持ち出し袋に設計データの


入ったハードディスクを入れて、従業員全員を帰し
ました。私は事務データを持って自分の車まで逃げ
ましたが、ふと視線の先に黒煙が上がるのが見え
て…津波がそこまで来ていたんですね。車に事務
データも置いたまま、走って逃げました」。グループ
４社の80名の従業員のうち、女性１名が自宅で津
波に遭い亡くなった。工場や工場内の設備も流さ
れるなど、震災による損害は計り知れない。


　現在赤崎町の工場内では、震災直後に発注し
た４台の大型機械のほか、修理に１か月半を要し
た研磨機などが稼働している。「研磨機は新品を
買えば2000万円。修理にも相当かかったけれど、
修理できるものは治したほうがいいと、機械メー
カーも協力してくれました」と崎山社長。工場内の
工作機械には自社で製作したものも多い。自社製
の機械は、津波のがれきや泥の中から従業員が
部品をすくって組立て直し、取引先からの支援を
受けながら復旧させるに至っている。
　同社の事業内容は、電子部品やコネクタなどの


今こそ！


「数日遅れていたら仕事は海外に」
工場復旧に向けたスピード勝負


精度の高い仕事と品質を支える
創業当初からの企業精神は健在！
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※BCP…Business Continuity Plan








試作や量産。また、それらに関連する治具の設計
や製作も行っている。1976年の創業当初は、宮城
県内に工場があった大手電子部品メーカーとの
取引が同社の売上げのほとんどを占めていた。平
成に入り、徐 に々仕事を海外に取られるようになり、
平成６年にはついにゼロになる。それと前後して、
貸与でまかなっていた組立治具などの機械設備
を自社で設計、製作するようになったという。
　「現在の取引先はほとんどが首都圏のメー
カー。国内を見ると同業界の規模は縮小傾向に
ありますが、廃業した会社の仕事が回ってきたり、
手作業じゃないと難しい仕事があったり。創業当
初から、品質に対する責任感や、仕事上の間違
いに対する本心からの反省の気持ちなどを大切
にしてきました」と崎山社長。震災で工場の場所
は変われど、従業員は創業当初から変わらない
精神を守り続けている。


　創業当初からの取引先紹介など、いわて産業
振興センターとのつながりの深い同社。震災後に
も中古設備のあっせんを受けたり、被災地企業向
けの商談会に積極的に参加したりと、支援を有効
に活用している。
　現在は東京都中小企業振興公社による支援を


受け、東京事務所を開設している。被災直後、新
幹線が止まり、宿泊場所の確保も難しい中で首都
圏との距離を感じたという。「打ち合わせや現場
の立ち合いなどが気軽に行える環境になりまし
た。支援は２月末までの期間限定ですが、それ以
降も東京に拠点を構え、ちょっとした試作なら造れ
る程度の環境を整えようと考えています」と本格
的な東京進出にも意欲を見せる。
　国内産業は震災前から、円高や海外への工場
移転など厳しい状況の中に立たされている。「精
度の高さが求められる組み立て業務など、私たち
にしか出来ない仕事があります。そういった仕事
で役に立って、生き残る企業になっていきたい」。
思いもよらない新しい局面に立たされた、岩手のも
のづくり産業の底力がいま試されている。
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株式会社理工電気
【代表取締役社長】崎山淳史
【所在地】岩手県大船渡市
　　　　赤崎町字諏訪前37-4
【 電 話 】0192-27-1681
【 FAX】0192-27-1431
【URL】


設備や商談会、支援を有効活用
東京事務所を開設し新天地へ


1.工場内組み立てラインにお
ける最終検査の様子。４名の
従業員がひとつひとつの製
品に目を凝らし、目視で手早
くチェックを行う
2.組み立てラインでは、多い
ときは数十点におよぶ部品を
リズミカルな手さばきで組立
てていく
3.震災後に購入した研磨機
4.設計室の様子。製作機械の
設計を行っている
5.新品のマニシングセンター
も、震災後に購入した設備
6.100分の1ミリ単位で製品
のゆがみやズレがないか検査
し、品質の高い製品を製造
7.グループ４社のうち、女性
従業員が全体の８割を占める
8.津波にのまれた後、1か月
半かけて修理した研磨機
9. 震災前の本社工場
10.東京都中小企業振興公
社の支援を受けて開設した
東京オフィス
11.赤崎町の本社工場外観


＜P.2・3写真＞
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代表取締役社長 崎山 淳史
1961年大船渡市生まれ。東京の大学卒
業後、大手総合電機メーカー（株）東芝
に勤務。90年にUターンし（株）理工電
気取締役に就任。首都圏における取引
先の開拓など業務の幅を広げてきた。
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http://www.best-quality.co.jp/
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